
２０２４年度  事業所自己評価アンケート （集計結果） 

      【児童発達支援】      作成日２０２５．２．２８ 

 

☆…工夫していると思う点     ★改善が必要だと思われる点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆自由遊びでは、２つのクラスを静と動の遊びに分けて使ったりなど目的に応じて使っている。 

☆午睡室や個別訓練室など小さめの部屋は、必要に応じてクールダウンをしたり刺激の少ない環境設定での 

活動に使うなどしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆最低基準を大きく上回っての配置であり、配置数は十分と思う。実働については、状況によってもう少し 

 余裕があると良いなと感じる時はある。 

★日によって、支援度の高い児が複数人いたりすると不足と感じる時がある。 

★お昼の時間や訪問、休みなどで欠員があるときに慌ただしくなる場合がある 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

★建物の構造上、声が響いてしまう事がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆自由遊びの時に静と動の遊びに分けられたり、クラスに分かれての活動ができるため、良いと思う 

★室温の差 玄関の使いにくさがある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆クールダウンや落ち着いて遊びたい時に個室を使うことができる 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆普段の振り返りのミーティングでスタッフが話し合う場はある。その時々に検討が必要な事項を話してい

る。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆毎年、評価アンケートを実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

★今年度は、検討事項を事前にあげてのミーテイングは実施していない。毎日の振り返りミーティングでの 

 話し合いの場はあるが、全員が揃っていない状況もある。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

★第三者による外部評価は実施していない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆経験年数に応じて法人の研修制度に参加する機会がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆今年度中の公表に向けて、支援プログラムの作成を進めることができた。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆保護者の意向や園と家の様子を聞き、ふらっぷでの様子を共有した上で支援計画の方向性を確認できるのが

良いと思う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆スタッフ全体で、こどもの様子について共有し、支援計画を考える会議を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞  

 ☆日々の活動案作成の際には、計画書の支援内容を参考にしている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆担当が原案を作成し、スタッフ間で共有し話し合う時間を持っている。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆活動内容によっては、目的に合わせて繰り返し行っているものもある。 

☆季節のものや様々な工夫をしている。繰り返すことで習慣化を図りたいものは繰り返し実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆ヒヤリハット、子どもの様子や支援内容を振り返り共有している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆基本は窓口担当が参加しており、会議の内容は共有されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆就園・就学の際には、申し送りを作成し、ふらっぷでの経過や様子の情報を提供している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆公園などへの外出の機会はある。 

★利用児は全て地域の園と併用しているため、園との交流は特に企画をしていない 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

★座談会などの行事は行ってきたが参加が難しい保護者の方も多く、より多くの保護者の方に参加いただける

方法を検討していく必要はあると感じる。 

★ペアレントトレーニングなど提供したいが、そのための研修受講等必要なことが行えていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

★個別相談の案内など、周知をもっとしても良いかもしそれない。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆保護者交流会を今年度は３回実施することができた。きょうだい同士の交流の機会も検討していきたい。 

☆今年度は複数回保護者交流会を企画、実施できた。今後も保護者支援につながる内容を考えていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆相談のお声があった際、個別相談の制度を伝え案内している。申し込みに対しては日時の調整と相談を実施

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆今年度よりデジタルフォトフレームを導入し、毎日の活動の様子を写真でもお伝えすることができた。 

☆毎日、活動の様子をモニターに流し子どもの姿を共有できるようにしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆今年度は、子育て支援のためお子さんの「食」をテーマにした内容で栄養科と協力して地域の子育て世帯に 

 向けて開催することができた。地域にどのようなニーズがあるのかを吸い上げながら、定期的な実施に 

 繋げていきたい。 

★感染症の問題もあるが、今後検討していければと思う。 

★今後に向けて行っていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆各種マニュアルはケアエールで配信した。地震・火災・不審者等の場面を想定して避難訓練を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆アレルギー対応については、医師の診断書を栄養科と共有し、必要に応じて保護者との面談での聞き取りを 

 行いながら安全に提供できるようにしている。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆全体ミーティングの場を活用しての研修や、各事業所の状況を共有しながら虐待防止のための取り組みを 

行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜意見＞ 

☆当事業所は、原則身体拘束を行わない旨を契約の時にお伝えしている。拘束には当たらないが、安全上や 

 本人にとってのクールダウンのためなどにスタッフの介入が必要となる場合については児童発達支援計画

（個別支援計画）に記載を行っている。 

 

 


